
中
国
の
朝
鮮
半
島
政
策
と
中
韓
関
係

│
│
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
意
味
を
中
心
に
│
│

李

成

日

は
じ
め
に

Ⅰ

脱
冷
戦
期
に
お
け
る
中
国
の
朝
鮮
半
島
政
策

Ⅱ

国
交
正
常
化
以
後
の
中
韓
関
係
の
進
展

Ⅲ

中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
意
味

Ⅳ

対
韓
関
係
に
お
け
る
中
国
の
思
惑

Ⅴ

中
韓
関
係
に
お
け
る
摩
擦
と
今
後
の
課
題

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
九
九
二
年
八
月
二
四
日
に
中
国
と
韓
国
が
正
式
に
外
交
関
係
を
樹
立
し
て
以
後
、
両
国
の
関
係
は
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化

な
ど
諸
分
野
に
お
い
て
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
特
に
、
経
済
分
野
に
お
い
て
中
国
は
韓
国
の
最
大
の
貿
易
対
象
国
、
最
大
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の
貿
易
黒
字
対
象
国
、
最
大
の
投
資
対
象
国
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
五
月
、
韓
国
の
李
明
博
大
統
領
は
就
任
後
初
め
て
中
国

を
訪
問
し
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
と
会
談
し
、
両
首
脳
は
中
韓
関
係
を

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

か
ら

戦
略
的
協
力
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
格
上
げ
す
る
こ
と
に
合
意
し
、

共
同
声
明

を
発
表
し
た
。
ま
た
、
同
年
八
月
二
四
日
に
胡
錦
濤
国
家
主

席
が
韓
国
を
訪
問
し
、
両
首
脳
は

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

を
発
表
し
、
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
全
面
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
韓
両
国
は
相
互
関
係
に
お
い
て

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

と
い
う
新

し
い
意
味
を
付
与
し
、
政
治
・
外
交
、
経
済
・
貿
易
、
社
会
・
文
化
、
軍
事
・
安
保
な
ど
両
国
関
係
の
み
な
ら
ず
、
地
域
お
よ
び
国

際
舞
台
に
お
け
る
協
力
も
含
め
、
そ
の
協
力
関
係
を

戦
略
的
な
レ
ベ
ル

に
格
上
げ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
二
〇
〇
八
年
に
合
意
さ
れ
た
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
意
味
を
究
明
し
た
い
。
そ
の
た
め
、

ま
ず
脱
冷
戦
期
に
お
け
る
中
国
の
朝
鮮
半
島
政
策
お
よ
び
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
中
韓
国
交
正
常
化
以
後
の
両
国
関
係
の

進
展
過
程
を
考
察
し
、
中
韓

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
お
け
る
中
国
の
思
惑
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
分
析

す
る
。
最
後
に
、
両
国
関
係
に
お
け
る
摩
擦
と
今
後
の
課
題
を
指
摘
し
て
、
中
韓
関
係
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。

Ⅰ

脱
冷
戦
期
に
お
け
る
中
国
の
朝
鮮
半
島
政
策

中
国
に
と
っ
て
朝
鮮
半
島
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
朝
鮮
半
島
を
舞
台
と
す
る
国
際
関
係
と
し
て
の
意
味
、
も
う
一
つ
は

隣
接
す
る
地
域
と
の
二
者
間
関
係
と
し
て
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
朝
鮮
半
島
政
策
は
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
大
国
間

関
係
と
と
も
に
南
北
朝
鮮
と
の
二
者
間
関
係
を
反
映
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
大
国
外
交
と
中
朝
関
係
、
中

韓
関
係
と
い
う
周
辺
外
交
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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一

朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定

改
革
・
開
放
以
後
、
中
国
は
国
内
経
済
建
設
の
推
進
に
必
要
な
周
辺
環
境
の
一
つ
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
の
維
持
を

政
策
の
最
優
先
目
標
と
し
て
強
調
し
て
き
た
。
そ
れ
は
中
国
が
追
求
し
て
い
る

平
和
発
展

と

和
諧
世
界

を
建
設
す
る
過
程

に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
中
国
が
望
ん
で
い
る
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
と
は
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
は
、
基
本
的
に
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
戦
争
お
よ
び
武
力
衝
突
の
発
生
を
抑
制
し
、
平
和
的
な
状
況
を
維

持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
南
北
関
係
の
悪
化
あ
る
い
は
米
朝
関
係
の
緊
張
に
よ
る
武
力
対
決
お
よ
び
衝
突
の
可
能
性

が
提
起
さ
れ
る
が
、
中
国
は
平
和
と
安
定
の
維
持
に
資
す
る
す
べ
て
の
政
策
お
よ
び
行
為
に
つ
い
て
支
持
す
る
一
方
、
平
和
と
安
定

を
破
壊
す
る
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
立
場
を
表
明
し
て
き
た
。

次
に
朝
鮮
半
島
の
安
定
と
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
主
に
北
朝
鮮
国
内
情
勢
の
安
定
で
あ
り
、
そ
の
経
済
の
回
復
と
発
展
の
こ
と

だ
と
言
え
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
北
朝
鮮
最
高
指
導
者
の
健
康
問
題
、
最
近
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て
い
る
後
継
者
問
題
な
ど
も
敏

感
な
問
題
で
あ
り
、
中
国
は
北
朝
鮮
国
内
の
情
勢
安
定
に
注
目
し
、
経
済
的
な
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
関
連
問
題
の
解
決
に
お
い
て
も
平
和
的
な
手
段
と
方
法
、
つ
ま
り
対

話
と
協
議
に
よ
る
平
和
的
な
解
決
を
主
張
し
て
い
る
。

現
段
階
に
お
い
て
は
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
が
最
重
要
な
外
交
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
平
和
的
な
解
決
を
す
る
た
め
、
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
を
支
持
し
、
対
話
と
協
議
を
通
じ
た
解
決
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
外
交
目
標
に
よ
っ
て
、
中
国
は
二
〇
〇
三
年
八
月
か

ら
北
京
で
行
な
わ
れ
て
き
た
六
者
会
合
を
積
極
的
に
主
導
し
、
南
北
朝
鮮
、
米
国
、
日
本
、
ロ
シ
ア
な
ど
と
協
力
し
て
問
題
の
解
決

に
臨
ん
で
い
る
。
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二

南
北
朝
鮮
と
の
均
衡
的
な
友
好
協
力
関
係

中
国
は
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
改
革
・
開
放
政
策
を
実
行
し
て
か
ら
三
〇
年
の
間
に
九
・
六
％
と
い
う
高
度
の
経
済
成
長
を
達
成

し
た
。
二
〇
〇
九
年
末
現
在
、
経
済
規
模
に
お
い
て
、
米
国
、
日
本
に
継
ぐ
世
界
第
三
の
経
済
大
国
、
第
一
の
外
貨
保
有
国
、
第
一

の
外
国
投
資
誘
致
国
に
成
長
し
た
。

一
九
九
二
年
八
月
に
中
韓
国
交
樹
立
以
後
、
中
朝
関
係
は
一
時
冷
却
状
態
に
入
っ
て
い
た
が
、
中
国
と
し
て
は
南
北
朝
鮮
と
と
も

に
友
好
協
力
関
係
の
維
持
を
望
ん
で
い
た
。
地
理
的
に
近
い
朝
鮮
半
島
は
、
中
国
に
と
っ
て
経
済
協
力
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
特

に
経
済
高
度
成
長
を
達
成
し
た
韓
国
は
重
要
な
経
済
協
力
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

胡
錦
濤
指
導
体
制
の
登
場
以
後
、
中
国
は

善
隣
、
安
隣
、
富
隣

の
周
辺
外
交
政
策
の
下
で
、
韓
国
の
み
な
ら
ず
北
朝
鮮
と
の

経
済
協
力
、
特
に
北
朝
鮮
の
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
投
資
に
注
力
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
国
の
対
北
朝
鮮
投
資
に
つ
い
て

北
朝
鮮
の
東
北
第
四
省
化

な
ど
の
憂
慮
さ
え
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
朝
鮮
半
島
と
の
経
済
協
力
は
そ
の
朝
鮮
半
島
政
策
の
重
要

な
部
分
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
半
島
は
中
国
に
と
っ
て
、
地
政
学
的
意
味
に
お
け
る

緩
衝
地
帯

で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
の
地
経
学
的
意
味
に
お
い
て
は
重
要
な

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

三

朝
鮮
半
島
の
平
和
的
な
統
一

中
国
も
朝
鮮
半
島
と
と
も
に
国
家
の
統
一
と
い
う
歴
史
的
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
朝
鮮
半
島
の
統
一
に
つ
い
て
深
い
関
心
を

も
っ
て
い
た
。
一
九
九
二
年
八
月
に
北
京
で
発
表
さ
れ
た

中
韓
修
交
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

で
は

中
国
政
府
は
、
朝
鮮
半
島
が
早

期
に
平
和
的
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
朝
鮮
民
族
の
念
願
で
あ
る
こ
と
を
尊
重
し
、
朝
鮮
半
島
が
朝
鮮
民
族
に
よ
っ
て
、
平
和
的
に
統

一
さ
れ
る
こ
と
を
支
持
す
る

と
表
明
し
た
。
そ
れ
以
後
、
中
国
は
朝
鮮
半
島
の
統
一
に
つ
い
て
、

南
北
双
方
に
よ
る
南
北
対
話
、

朝
鮮
半
島
緊
張
緩
和
の
た
め
の
積
極
的
な
努
力
と
、
朝
鮮
半
島
の
自
主
的
な
平
和
統
一
の
実
現
を
支
持
す
る

と
強
調
し
て
き
た
。
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現
時
点
で
は
朝
鮮
半
島
の
統
一
が
早
急
に
実
現
さ
れ
る
と
思
う
の
は
き
わ
め
て
難
し
い
。
中
国
が
強
調
し
て
い
る

朝
鮮
半
島
の

平
和
的
な
統
一

と
は
、
南
北
朝
鮮
が
接
触
と
対
話
を
通
じ
て
、
相
互
間
の
信
頼
を
増
加
し
、
関
係
を
徐
々
に
改
善
し
て
、
自
主
的

に
実
現
す
る
平
和
的
な
統
一
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
中
国
が
支
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
統
一
さ
れ
た
朝
鮮
半
島
が

中
国
に
対
し
て
友
好
的
で
あ
り
、
非
核
化
を
追
求
す
る
こ
と
も
望
ん
で
い
る
。

前
記
の
よ
う
に
、
中
国
の
朝
鮮
半
島
政
策
は
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
の
維
持
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
の
実
現
、
南
北
関
係
の
改

善
と
平
和
的
統
一
、
南
北
朝
鮮
と
の
友
好
協
力
関
係
の
拡
大
な
ど
に
要
約
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定

は
最
優
先
的
な
政
策
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

Ⅱ

国
交
正
常
化
以
後
の
中
韓
関
係
の
進
展

一
九
九
二
年
八
月
に
、
中
韓
両
国
は

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

を
発
表
し
、
過
去
数
十
年
間
の
断
絶
し
た
歴
史
を
清
算
し
、
正
式
に

外
交
関
係
を
樹
立
し
た
。
そ
れ
以
後
、
両
国
関
係
は
政
治
、
経
済
、
社
会
文
化
、
軍
事
安
保
な
ど
諸
分
野
に
お
い
て
、

外
交
史
上

の
奇
跡

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
飛
躍
的
に
発
展
し
て
き
た
。

一

第
一
段
階
‥

善
隣
友
好
協
力

の
関
係

一
九
九
二
年
九
月
に
、
盧
泰
愚
大
統
領
が
韓
国
の
国
家
元
首
と
し
て
初
め
て
訪
中
し
、
一
九
九
四
年
三
月
に
は
金
泳
三
大
統
領
が

中
国
を
訪
問
し
た
。
同
年
一
〇
月
に
中
国
の
李
鵬
総
理
が
韓
国
を
公
式
訪
問
し
、
翌
年
四
月
に
喬
石
・
中
国
全
人
代
常
務
委
員
長
が

韓
国
を
訪
問
し
た
。
そ
の
後
の
一
九
九
五
年
一
一
月
に
中
国
の
国
家
元
首
と
し
て
江
沢
民
国
家
主
席
が
初
め
て
韓
国
を
訪
問
し
て
、

両
国
首
脳
間
の
相
互
訪
問
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中国の朝鮮半島政策と中韓関係

595



一
九
九
三
年
一
二
月
に
韓
国
は
駐
中
武
官
部
を
設
置
し
、
翌
年
四
月
に
中
国
も
駐
韓
武
官
部
を
開
設
し
て
、
軍
事
分
野
に
お
い
て

も
交
流
の
序
幕
を
開
い
た
が
、
そ
の
進
展
は
あ
ま
り
大
き
く
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
両
国
間
の
交
流
は
、
経
済
分
野
に
お

い
て
は
大
き
い
成
果
を
挙
げ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
比
べ
て
軍
事
・
安
保
分
野
に
お
い
て
は
そ
の
進
展
が
相
対
的
に
遅
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
中
韓
国
交
樹
立
に
よ
る
中
朝
関
係
の
冷
却

）
に
対
し
て
、
中
国
が
配
慮
し
た
こ
と
も
重
要
な
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
九
九
五
年
一
〇
月
に
江
沢
民
国
家
主
席
は
初
め
て
訪
韓
す
る
直
前
に
、
北
京
の
中
国
駐
在
北
朝
鮮
大
使
館
を
訪
れ
、
北
朝
鮮
労
働

党
成
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
て
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
配
慮
を
見
せ
た
。
ま
た
、
同
時
期
の
中
国
共
産
党
の
機
関
紙

人
民

日
報

も
社
説
を
発
表
し
、

中
朝
の
伝
統
的
な
友
好
関
係
を
維
持
・
発
展
す
る
こ
と
は
、
両
国
の
党
、
政
府
お
よ
び
人
民
の
根
本

利
益
に
資
す
る

と
、
中
朝
の
友
好
関
係
を
強
調
し
た

）
。

こ
の
時
期
、
中
韓
関
係
は
北
朝
鮮
要
因
と
い
う
難
題
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
国
首
脳
の
相
互
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
過
去

の
伝
統
的
要
因
か
ら
徐
々
に
離
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二

第
二
段
階
‥

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
時
期

一
九
九
八
年
一
一
月
に
韓
国
の
金
大
中
大
統
領
が
訪
中
し
て
江
沢
民
国
家
主
席
と
首
脳
会
談
を
行
な
い
、
両
首
脳
は
中
韓
関
係
を

善
隣
友
好
協
力
関
係

か
ら

二
一
世
紀
を
志
向
す
る
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

へ
格
上
げ
す
る
こ
と
に
合
意
し
、

共
同
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

を
発
表
し
た

）
。
そ
れ
以
後
、
両
国
は
東
ア
ジ
ア
金
融
危
機
を
共
同
に
克
服
す
る
た
め
、
経
済
お
よ
び
金
融
分
野
を
中
心
に
、

軍
縮
、
麻
薬
、
テ
ロ
、
環
境
分
野
な
ど
に
お
け
る
協
力
を
進
展
さ
せ
て
き
た
。

一
九
九
九
年
八
月
に
韓
国
の
趙
成
台
国
防
長
官
が
初
め
て
訪
中
し
、
そ
の
答
礼
と
し
て
翌
年
一
〇
月
に
中
国
の
遅
浩
田
・
国
防
部

長
が
初
め
て
訪
韓
し
、
両
国
間
の
協
力
関
係
は
軍
事
・
安
保
分
野
に
ま
で
段
階
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
一
九
九
九
年
五
月
に
李
瑞
環
・
全
国
政
治
協
商
会
議
主
席
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
朱
鎔
基
・
中
国
総
理
、
二
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〇
〇
一
年
五
月
に
李
鵬
・
中
国
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
長
な
ど
中
国
の
指
導
部
が
相
次
い
で
韓
国
を
訪
問
し
た
。
特
に
、
二

〇
〇
〇
年
に
朱
鎔
基
総
理
が
訪
韓
し
た
際
に
は
、
中
韓
両
国
は

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
全
面
的
な
協
力
段
階
に
進
む
こ
と

で
意
見
が
一
致
し
た

）
。

ま
た
、
中
韓
両
国
は

刑
事
司
法
共
助
条
約

、

青
少
年
交
流
に
関
す
る
諒
解
覚
書

、

査
証
手
続
簡
素
化
お
よ
び
複
数
入
国
査

証
発
行
に
関
す
る
協
定

、

鉄
道
部
門
の
鉄
道
交
流
お
よ
び
交
流
の
協
議

な
ど
を
締
結
し
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
協
力
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
構
築
し
た
。

三

第
三
段
階
‥

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
発
展
時
期

二
〇
〇
三
年
七
月
、
韓
国
の
盧
武
鉉
大
統
領
が
中
国
へ
の
国
事
訪
問
を
行
な
い
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
と
の
首
脳
会
談
で
両
国
関
係

を

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

か
ら

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
発
展
す
る
こ
と
に
合
意
し
、

共
同
声
明

を
発

表
し
た

）
。

共
同
声
明

に
よ
る
と
、
両
国
は
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
の
維
持
お
よ
び
非
核
化
の
実
現
、
対
話
を
通
じ
た
北
朝
鮮

核
問
題
の
平
和
的
な
解
決
を
支
持
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
米
国
務
省
の
ケ
リ
ー
次
官
補
の
訪
朝
を
契
機
に
し
て
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
問
題
が
再
び
提
起
さ
れ
た
。
翌

年
一
月
に
北
朝
鮮
が

N
P
T

脱
退
宣
言

を
発
表
し
、
第
二
回
の
北
朝
鮮
核
危
機
が
発
生
し
た
。
四
月
に
、
中
国
の
仲
介
に
よ
っ

て
北
京
で
米
国
、
北
朝
鮮
と
中
国
が
三
者
会
談
を
行
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
中
韓
両
国
が
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
の
実

現
と
対
話
を
通
じ
た
平
和
的
な
解
決
に
合
意
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
核
問
題
を
め
ぐ
る
両
国
間
の
協
力
の
可
能
性
が
提
起
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
同
年
八
月
に
北
京
で
南
北
朝
鮮
と
と
も
に
参
加
し
た
第
一
回
の
六
者
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
中
国
の
胡
錦
濤
国
家
主
席
が
韓
国
へ
の
国
事
訪
問
を
行
な
い
、
盧
武
鉉
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
で
両
国
関

係
に
お
い
て
政
治
、
経
済
、
社
会
文
化
、
軍
事
安
保
な
ど
の
諸
分
野
に
お
け
る
協
力
を
よ
り
拡
大
し
、
北
朝
鮮
核
問
題
の
平
和
的
な
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解
決
お
よ
び

A
S
E
A
N

＋
三
、
日
中
韓
三
カ
国
協
力
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
（

E
A
S）、

A
S
E
A
N

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（

A
R

F）、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（

A
P
E
C）、
ア
ジ
ア
欧
州
会
合
（

A
S
E
M）
な
ど
地
域
協
力
に
お
い
て
も
密
接
な
協
力
を
推
進

す
る
こ
と
で
一
致
し

）
、
韓
国
は
中
国
の
市
場
経
済
地
位
（

M
I
E
S）
を
認
定
し
た
。

こ
の
時
期
に
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
盧
武
鉉
大
統
領
の
訪
中
、
二
〇
〇
七
年
四
月
の
温
家
宝
中
国
総
理
の
訪
韓
な
ど
、
両
国
首
脳
間

の
相
互
訪
問
が
定
例
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
四
月
に
中
国
の
曹
剛
川
・
国
防
部
長
が
南
北
朝
鮮
を
訪

問
し
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
中
韓
間
の
軍
事
ホ
ッ
ト
・
ラ
イ
ン
の
開
通
合
意
な
ど
を
含
め
軍
事
分
野
に
お
け
る
協
力
も
強
化
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
交
正
常
化
以
後
の
中
韓
関
係
は

善
隣
友
好
協
力
関
係

か
ら

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
時
期

を
経
て
、

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
発
展
段
階
に
進
展
し
て
き
た
。

善
隣
友
好
協
力

時
期
の
両
国
関
係
は
経
済
貿

易
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
が
、

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
時
期
に
は
両
国
間
の
交
流
を
経
済
協
力
の
み
な
ら
ず
、
政

治
・
安
保
分
野
ま
で
徐
々
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
発
展
時
期
に
は
、
両
国
が
政
治
・

外
交
、
軍
事
・
安
保
、
経
済
貿
易
、
社
会
文
化
な
ど
諸
分
野
に
お
い
て
協
力
レ
ベ
ル
を
全
面
的
に
拡
大
し
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
解

決
す
る
た
め
両
国
間
の
協
力
を
模
索
し
、
地
域
問
題
に
お
い
て
も
協
力
を
推
進
し
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

Ⅲ

中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
意
味

二
〇
〇
八
年
五
月
、
韓
国
の
李
明
博
大
統
領
は
中
国
へ
の
国
事
訪
問
を
行
な
い
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
と
首
脳
会
談
を
行
な
い
、
両

首
脳
は
両
国
関
係
を

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

か
ら

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

へ
格
上
げ
す
る
こ
と
に
合

意
し
、

共
同
声
明

を
発
表
し
た

）
。
中
韓
首
脳
会
談
で
合
意
さ
れ
た

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
両
国
に
と
っ
て
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大
き
な
外
交
成
果
で
あ
り
、
そ
の
関
係
は
戦
略
的
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
発
展
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会
の
翌
日
の
八
月
二
五
日
に
、
中
国
の
胡
錦
濤
国
家
主
席
が
韓
国
を
訪
問
し
、
李
明
博
大
統

領
と
首
脳
会
談
を
行
な
い
、
同
年
五
月
に
発
表
し
た

共
同
声
明

の
基
に
し
て
、
両
国
間
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ

を
全
面
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
合
意
し
、

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

を
発
表
し
た

）
。

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

に
は
両
国
関
係
に
つ
い

て
の
四
つ
の
包
括
的
な
発
展
方
向
を
提
示
し
、
具
体
的
な
推
進
事
業
と
し
て
政
治
分
野
の
五
項
目
、
経
済
分
野
の
一
七
項
目
、
人

的
・
文
化
交
流
の
六
項
目
、
地
域
お
よ
び
国
際
協
力
の
六
項
目
な
ど
総
計
三
四
個
の
項
目
が
明
記
さ
れ
、

戦
略
的
関
係

を
構
築

す
る
た
め
の
協
力
方
向
お
よ
び
具
体
的
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。

二
〇
〇
八
年
五
月
の

共
同
声
明

と
八
月
の

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

の
内
容
か
ら
見
る
と
、
両
国
が
目
指
し
て
い
る
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
意
味
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一

政
治
分
野

二
〇
〇
八
年
五
月
の

共
同
声
明

と
八
月
の

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

で
は
、
両
国
関
係
の
レ
ベ
ル
を

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ

に
格
上
げ
す
る
と
と
も
に
、
政
治
・
外
交
、
軍
事
・
安
保
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
人
的
交
流
な
ど
諸
分
野
に
お
け
る

両
国
間
の
交
流
と
協
力
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
ま
た
そ
の
後
続
措
置
と
し
て
、
政
府
間
の
高
位
級
戦
略
対
話
体
制
を

構
築
し
、
外
交
・
安
保
対
話
を
定
例
化
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
北
京
で
中

国
外
交
部
の
王
光
亜
副
部
長
と
韓
国
外
交
通
商
部
の
権
鐘
洛
第
一
次
官
が
、
第
一
回
の
外
交
分
野
に
お
け
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
戦
略
対
話

を
行
な
っ
た
。

韓
国
の
李
明
博
大
統
領
は
二
〇
〇
八
年
八
月
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
と
一
〇
月
の
第
七
回

A
S
E
M

首
脳
会
合
に
参
加

す
る
た
め
中
国
を
訪
れ
、
一
年
間
の
短
い
間
に
三
回
訪
中
し
た
。
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二
〇
〇
九
年
四
月
に
、
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
の
李
長
春
常
務
委
員
（
党
序
列
五
位
）
が
韓
国
を
訪
問
し
、
李
明
博
大
統
領
と

の
会
談
で
、
政
府
、
国
会
、
政
党
間
の
交
流
の
増
進
お
よ
び
北
朝
鮮
の
核
問
題
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。
同
年
一

〇
月
に
、
李
明
博
大
統
領
は
第
二
回
日
中
韓
首
脳
会
談
に
参
加
す
る
た
め
、
北
京
を
訪
問
し
、
中
国
の
温
家
宝
総
理
と
会
談
を
行
な

い
、
中
韓
両
国
間
の
協
力
、
北
朝
鮮
核
問
題
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
ま
た
一
二
月
に
は
、
中
国
の
最
有
力
な
次
期
の
最
高
指
導

者
で
あ
る
習
近
平
・
国
家
副
主
席
が
韓
国
を
訪
問
し
、
李
明
博
大
統
領
と
会
談
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年
五
月
以
後
、
両

国
首
脳
間
の
相
互
訪
問
の
定
例
化
が
実
現
さ
れ
、
二
年
間
に
一
〇
回
以
上
の
首
脳
会
談
が
行
な
わ
れ
た
。

二

経
済
分
野

二
〇
〇
八
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た

中
韓
共
同
声
明

で
は
二
〇
〇
五
年
両
国
が
採
択
し
た

中
韓
経
済
通
商
協
力
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

共
同
研
究
報
告
書

を
早
期
に
調
整
・
補
完
す
る
と
と
も
に
、

両
国
間
の
相
互
利
益
に
な
る
方
向
に
向
け
て
中
韓

F
T
A

を
持
続

的
に
検
討
す
る

と
い
う
内
容
が
明
確
に
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
、
中
国
の
習
近
平
・
国
家
副
主
席
が
韓
国
を
訪
問
し
た

際
に
、
李
明
博
大
統
領
と
の
会
談
で
、
中
韓

F
T
A

の
締
結
は
両
国
の
利
益
に
資
す
る
こ
と
で
あ
り
、
産
官
学
間
の
共
同
研
究
を
早

期
に
完
了
し
、

F
T
A

交
渉
を
推
進
す
る
た
め
の
条
件
を
作
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た

）
。

こ
の
ほ
か
、
金
融
市
場
の
相
互
開
放
、
移
動
通
信
技
術
の
協
力
の
拡
大
、
石
油
な
ど
資
源
の
共
同
開
発
、
黄
海
の
環
境
保
護
と
黄

沙
観
測
な
ど
環
境
分
野
に
お
け
る
協
力
の
強
化
に
も
合
意
し
た
。
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
、
福
岡
で
開
か
れ
た
第
一
回
日
中
韓
首
脳

会
談
の
開
催
を
契
機
に
し
て
、
李
明
博
大
統
領
と
中
国
の
温
家
宝
総
理
が
会
談
を
行
な
い
、
世
界
金
融
危
機
に
共
同
対
応
す
る
た
め
、

通
貨
ス
ワ
ッ
プ
の
締
結
な
ど
金
融
分
野
に
お
け
る
協
力
に
合
意
し
た
。

中
韓
両
国
間
の
貿
易
額
は
一
九
九
二
年
末
の
六
三
・
七
億
ド
ル
か
ら
二
〇
〇
八
年
末
の
一
六
八
三
・
二
億
ド
ル
ま
で
急
成
長
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
末
ま
で
四
万
の
韓
国
企
業
が
中
国
に
進
出
し
、
六
万
九
九
八
一
件
で
二
六
四
・
六
億
ド
ル
を
投
資
し
て
い
る
。
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現
在
、
中
国
は
韓
国
の
最
大
の
貿
易
対
象
国
、
最
大
の
投
資
対
象
国
に
な
り
、
韓
国
は
中
国
の
第
三
の
貿
易
対
象
国
、
第
四
の
投

資
誘
致
国
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
お
い
て
、
経
済
協
力
は
最
も

重
要
な
動
因
に
な
り
、
今
後
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

三

人
的
・
文
化
交
流

二
〇
〇
八
年
五
月
の

共
同
声
明

と
八
月
の

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

で
は
、
二
〇
一
〇
年
の
上
海
国
際
博
覧
会
と
二
〇
一
二
年

の
麗
水
国
際
博
覧
会
の
開
催
を
契
機
に
し
て
、
二
〇
一
〇
年
を

中
国
訪
問
の
年

、
二
〇
一
二
年
を

韓
国
訪
問
の
年

に
決
定

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
ま
た
、
青
少
年
交
流
を
促
進
す
る
た
め
相
互
の
招
請
規
模
を
漸
進
的
に
拡
大
し
、
大
学
生
交
流
の
拡
大
、

査
証
簡
素
化
措
置
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
九
九
二
年
の
一
三
万
人
の
両
国
間
の
相
互
訪
問
人
数
は
、
二
〇
〇
八
年
末
に
五
三
〇
万
人
に
達
し
て
、
一
六
年
間
で
四
〇
倍
以

上
の
急
成
長
を
見
せ
て
い
た
。
中
国
は
韓
国
人
が
最
も
多
く
訪
問
し
て
い
る
国
で
あ
り
、
現
在
中
国
に
常
住
す
る
韓
国
人
も
一
〇
〇

万
人
を
超
え
て
い
る

）
。
ま
た
、
韓
国
に
滞
在
し
て
い
る
一
一
〇
万
人
の
外
国
人
の
中
で
、
半
分
以
上
が
中
国
人
で
あ
り
、
最
大
の
外

国
人
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
末
現
在
、
韓
国
の
六
都
市
と
中
国
の
三
一
都
市
の
間
に
、
毎
週
八
三
〇
便
以
上
の
航
空
便
が
運
航
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
韓
米
（
二
六
〇
便
）、
日
韓
（
四
一
七
便
）
間
の
航
空
便
を
遥
か
に
超
え
て
い
る

）
。

両
国
間
の
人
的
交
流
の
増
加
に
よ
っ
て
、
中
国
で
は

韓
流

、
韓
国
で
は

漢
風

が
激
し
く
吹
い
て
い
る
。
中
国
の
一
二
〇

大
学
に
韓
国
語
学
科
、
韓
国
の
一
三
〇
大
学
に
中
国
語
学
科
を
設
置
し
て
お
り
、
若
者
間
の
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
国
に
留
学
し
て
い
る
韓
国
人
留
学
生
は
六
万
人
を
超
え
、
最
も
多
い
外
国
人
留
学
生
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
六
・
四
万
人
の
中

国
人
留
学
生
が
韓
国
で
勉
強
し
て
お
り

）
、
そ
の
数
も
韓
国
に
お
け
る
留
学
生
の
中
で
最
も
多
く
、
そ
の
数
も
毎
年
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
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増
え
て
い
る
。

四

地
域
お
よ
び
国
際
問
題

北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
最
大
の
外
交
課
題
で
あ
る
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
め
ぐ
り
、
中
韓
両
国
は
六
者
会
談
の
枠
内
に
お
け
る

協
力
を
強
化
し
、
早
期
に
第
二
段
階
措
置
の
全
面
的
か
つ
均
衡
あ
る
履
行
を
促
進
し
、

九
・
一
九
共
同
声
明

の
全
面
的
な
履
行

の
た
め
に
建
設
的
な
努
力
を
約
束
し
た
。
ま
た
、
大
量
破
壊
兵
器
（

W
M
D）
拡
散
の
防
止
、
国
際
テ
ロ
へ
の
対
応
、
海
賊
、
金
融

経
済
の
犯
罪
、
麻
薬
な
ど
国
際
問
題
に
対
す
る
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

A
S
E
A
N

＋
三
、
日
中
韓
三
ヵ
国

協
力
、

E
A
S

、

A
R
F

、

A
P
E
C

、

A
S
E
M

、
ア
ジ
ア
協
力
対
話
（

A
C
D）、
ア
ジ
ア
│
中
東
対
話
（

A
M
E
D）、
東
ア

ジ
ア
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
（

F
E
A
L
A
C）、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（

A
A
F）
な
ど
地
域
協
力

に
お
い
て
も
、
相
互
間
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
世
界
的
に
共
同
の
関
心
事
で
あ
る
気
候
変
化
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
国
際
社
会
と
と
も
に
引
き
続
き
努
力
す
る
こ
と
で
も
一
致
し
た
。

中
韓
両
国
間
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
八
月
の

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

に
よ
る
と
、

両
国
は
長
期
的
な
共
同
発
展
の
実
現
を
基
本
目
標
に
し
、
相
互
協
力
を
全
方
位
的
に
拡
大
・
深
化
し
、
地
域
お
よ
び
国
際
社
会
の

重
要
な
問
題
に
つ
い
て
協
調
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
恒
久
的
な
平
和
と
共
同
繁
栄
の
世
界
を
構
築
す
る
た
め
努
力
す
る
こ

と
で
あ
る

と
定
義
し
て
い
る

）
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
意
味
を
整
理
し
て
み
る
と
、
第
一
に
、
長
期
的
な
共
通
目

標
を
志
向
し
、
両
国
間
の
協
力
を
戦
略
的
な
レ
ベ
ル
へ
格
上
げ
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
第
二
に
、
両
国
間
の
協
力
範
囲
は
双
務
的
な

問
題
の
み
な
ら
ず
、
地
域
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
の
次
元
に
ま
で
全
方
位
に
拡
大
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
第
三
に
、
地
域
お
よ
び
グ
ロ

ー
バ
ル
問
題
に
お
い
て
も
協
力
を
推
進
し
、
戦
略
的
協
力
関
係
を
志
向
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
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Ⅳ

対
韓
関
係
に
お
け
る
中
国
の
思
惑

冷
戦
以
後
の
中
国
の
対
外
関
係
を
大
き
く
分
け
て
見
る
と
、

伝
統
的
な
友
好
協
力
関
係

、

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

、

協
力
関
係

、

一
般
的
な
修
交
関
係

な
ど
四
つ
の
レ
ベ
ル
の
関
係
が
あ
る

）
。
二
〇
〇
九
年
末
現
在
、
中
国
は
世
界
一
七
三
カ
国
と
外
交
関
係
を

樹
立
し
、
そ
の
中
で

伝
統
的
友
好
協
力
関
係

を
結
ん
で
い
る
国
は
、
北
朝
鮮
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
周

辺
地
域
の
四
カ
国
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
一
九
七
八
年
八
月
に
日
本
と

平
和
友
好
条
約

を
、
二
〇
〇
一
年
七
月
に
ロ
シ
ア

と
）

、
二
〇
〇
二
年
二
月
に
キ
ル
ギ
ス
と
、
同
年
一
二
月
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
と
そ
れ
ぞ
れ

善

隣
友
好
協
力
条
約

を
締
結
し
て
い
る
。
特
に
、
北
朝
鮮
と
は
一
九
六
一
年
七
月
に

中
朝
友
好
協
力
お
よ
び
相
互
援
助
条
約

を

締
結
し
、
冷
戦
期
に
お
い
て

同
盟
関
係

、

血
盟
関
係

を
結
ん
で
い
た
が
、
一
九
九
二
年
八
月
に
中
韓
国
交
樹
立
以
後
か
ら

伝
統
的
な
友
好
協
力
関
係

に
変
化
し
た
。

中
国
の
対
外
関
係
に
お
け
る

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

は
、
高
い
レ
ベ
ル
の

伝
統
的
な
友
好
関
係

と
低
い
レ
ベ
ル
の

協
力
関

係

の
間
に
位
置
し
、
中
国
と
の
関
係
に
よ
り

戦
略
的
協
作
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

（
ロ
シ
ア
）、

全
面
的
戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ

ー
関
係

（
フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
）、

全
面
的
な
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

（
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
）、

戦
略
的
協
力
パ

ー
ト
ナ
ー
関
係

（
印
度
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
）、

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
）、

建
設
的
な
戦
略
パ

ー
ト
ナ
ー
関
係

（
米
国
）、

戦
略
的
互
恵
関
係

（
日
本
）、

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

（
チ
リ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
）、

全

面
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

（
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
）、

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
）、

パ
ー
ト

ナ
ー
関
係

（
モ
ン
ゴ
ル
）
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
中
国
の
対
外
関
係
に
お
い
て
最
も
代
表
的
な
外
交
関
係
で
あ
る
。

上
記
の
こ
と
か
ら
、
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
中
国
の
対
外
関
係
に
お
い
て

伝
統
的
な
友
好
協
力
関
係
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よ
り
も
低
い
が
、
最
も
高
い
レ
ベ
ル
の

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

の
一
つ
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

中
国
は
北
朝
鮮
と

伝
統
的
な
友
好
関
係

を
維
持
し
、
韓
国
と

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
構
築
す
る
こ
と
は
、

朝
鮮
半
島
政
策
に
お
け
る
対
韓
関
係
に
つ
い
て
戦
略
的
に
再
考
慮
し
、
南
北
朝
鮮
と
の
関
係
に
お
い
て
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す

る
た
め
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
中
国
の
次
の
よ
う
な
思
惑
が
内
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
戦
略
的
な
面
に
お
い
て
、
中
国
は
米
韓
同
盟
を
は
じ
め
日
米
韓
三
ヵ
国
間
の
軍
事
協
力
に
懸
念
を
持
ち
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
牽
制
戦
略
の
一
環
と
し
て
中
韓
の

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

、
日
中
の

戦
略
的
互
恵
関
係

の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
。二

〇
〇
八
年
二
月
に
李
明
博
政
権
が
登
場
し
て
か
ら
米
韓
同
盟
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
中
国
側
は
不
安
を
感
じ
、
中
韓

関
係
を

戦
略
的
協
力
関
係

に
格
上
げ
し
て
、
米
韓
同
盟
と
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
李
明

博
大
統
領
訪
中
の
最
初
の
日
で
あ
る
五
月
二
七
日
に
、
中
国
外
交
部
の
秦
剛
・
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
記
者
定
例
会
見
で

米
韓
同
盟

は
歴
史
的
産
物
で
あ
る

と
述
べ
、
米
韓
同
盟
の
強
化
趨
勢
に
強
い
不
快
感
を
表
明
し
た

）
。
中
国
は
在
韓
米
軍
の
地
位
変
更
、
日
米

韓
の
軍
事
協
力
の
拡
大
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
体
制
（

M
D）
に
つ
い
て
の
韓
国
の
姿
勢
な
ど
に
注
目
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
戦
略
的
に

は
米
韓
同
盟
へ
の
牽
制
、
米
中
関
係
の
要
因
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
経
済
面
に
お
い
て
、
中
国
は
第
三
の
交
易
国
家
で
あ
る
韓
国
と
の
経
済
利
害
関
係
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
中

韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
は
両
国
間
の

F
T
A

を
早
期
に
締
結
し
よ
う
と
す
る
経
済
的
な
思
惑
が
関
わ

っ
て
い
る
。

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
中
国
は
日
本
と
競
争
を
行
な
っ
て
お
り
、

A
S
E
A
N

と
の

F
T
A

締
結
な

ど
に
お
い
て
日
中
間
の
競
争
が
激
し
く
現
れ
、
最
近
は

C
M
I

枠
組
み
に
お
い
て
も
日
本
と
同
等
な
比
重
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
中

国
に
お
い
て
韓
国
と
の
経
済
協
力
関
係
の
拡
大
は
、
両
国
間
の
経
済
利
益
の
追
求
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
秩
序
に
お
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け
る
日
本
と
の
競
争
に
お
い
て
主
導
権
を
確
保
す
る
に
も
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
に
お
い
て
、
中
国
は
韓
国
と

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
合
意
し
た
が
、
同

時
に
北
朝
鮮
に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
。
中
韓
合
意
直
後
の
二
〇
〇
八
年
六
月
に
、
中
国
の
習
近
平
・
国
家
副
主
席
が
平
壌
を
訪
問
し
、

金
正
日
党
総
書
記
を
は
じ
め
北
朝
鮮
の
指
導
部
と
会
談
し
、
中
朝
関
係
お
よ
び
国
際
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
い
、
中
朝
国

交
樹
立
六
〇
年
で
あ
る
二
〇
〇
九
年
を

中
朝
友
好
の
年

に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
訪
朝
期
間
中
両
国
は
経
済
、
運
輸
、

民
用
航
空
分
野
な
ど
協
力
協
定
を
締
結
し
た
。
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
、
温
家
宝
総
理
が
北
朝
鮮
を
訪
問
し
、
中
朝
国
交
樹
立
六
〇

周
年
記
念
大
会
の
閉
会
式
に
参
加
し
、
金
正
日
党
総
書
記
と
会
談
を
行
な
い
、
中
朝
友
好
関
係
を
表
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
と

し
て
は
南
北
朝
鮮
と
の
均
衡
的
な
友
好
協
力
関
係
を
維
持
し
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
四
に
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
中
国
は
韓
国
と
の
戦
略
的
協
力
関
係
の
構
築
を
通
じ
て
、
周
辺
諸
国
か
ら
の

中
国
脅
威

論

を
払
拭
で
き
る
う
え
、
そ
の
国
と
も
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
構
築
で
き
る
と
い
う
外
交
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
る
と
認
識
し

て
い
た
。
つ
ま
り
、
中
国
が
主
張
し
て
い
る

和
諧
世
界

、

和
諧
ア
ジ
ア

を
建
設
す
る
に
は
周
辺
国
家
と
の
安
定
的
な
友
好
協

力
関
係
の
維
持
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
韓
国
と
の
友
好
協
力
関
係
の
構
築
が
外
交
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
お
い
て
、
中
国
は
戦
略
的
に
は
米
韓
同
盟
へ
の
牽
制
、

経
済
的
に
は
日
本
と
の
競
争
主
導
権
の
確
保
、
朝
鮮
半
島
問
題
に
お
い
て
は
南
北
朝
鮮
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に

お
い
て
は

中
国
脅
威
論

の
払
拭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
内
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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Ⅴ

中
韓
関
係
に
お
け
る
摩
擦
と
今
後
の
課
題

中
韓
両
国
が
首
脳
会
談
と

共
同
声
明

な
ど
を
通
じ
て

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
格
上
げ
す
る
こ
と
に
合
意
し

た
が
、
そ
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
は
依
然
と
し
て
不
明
確
な
部
分
が
存
在
し
、
両
国
関
係
の
性
格
お
よ
び
特
徴
を
理
解
す
る
に
し
て
も

混
乱
が
残
っ
て
い
る

）
。
ま
た
、
両
国
間
に
お
い
て
は
懸
案
お
よ
び
摩
擦
も
多
数
存
在
し
て
い
る
う
え

）
、
そ
れ
は

戦
略
的
協
力
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
過
程
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
両
国
間
に
存
在
し
て
い
る
摩
擦
と
今

後
の
課
題
を
両
国
間
レ
ベ
ル
と
地
域
レ
ベ
ル
に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

一

両
国
間
レ
ベ
ル

㈠

経
済
問
題

一
九
九
二
年
八
月
の
中
韓
国
交
樹
立
以
後
、
一
九
九
三
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
中
国
の
対
韓
貿
易
は
黒
字
か
ら
赤
字
に
転
換

し
、
そ
の
格
差
も
毎
年
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は
両
国
間
の
貿
易
統
計
方
法
の
相
異
に
よ
る
こ
と
と
、
中
国
に
進
出
し
て
い
る
韓
国

企
業
か
ら
の
中
間
商
品
の
大
量
輸
入
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
る
が
、
中
国
側
か
ら
見
る
と
、
中
国
の
商
品
に
対
す
る
韓
国
市
場

の
閉
鎖
性
の
問
題
、
特
に
農
産
物
市
場
の
制
限
な
ど
が
こ
の
問
題
を
よ
り
深
刻
化
さ
せ
て
い
た
と
認
識
し
て
い
る

）
。
例
え
ば
、
二
〇

〇
〇
年
の
中
韓
の
大
蒜
（
ニ
ン
ニ
ク
）
紛
争

）
は
外
形
上
貿
易
紛
争
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
事
実
上
一
〇
年
間
持
続
し
て
き
た
貿

易
不
均
衡
の
問
題
が
そ
の
根
源
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
二
〇
〇
四
年
九
月
の

A
S
E
A
N

＋
三
経
済
長
官
会
議
を
契
機
に
、
中
韓
両
国
通
商

長
官
の
会
談
で

F
T
A

民
間
共
同
研
究
の
推
進
に
合
意
し
た
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
中
国
の
国
務
院
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
（

D
R
C）

と
韓
国
対
外
経
済
政
策
研
究
院
（

K
I
E
P）
に
よ
っ
て
共
同
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
過
程
で
、
中
国
は
両
国
間

F
T
A
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の
早
期
推
進
を
数
回
に
わ
た
っ
て
提
議
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
韓
国
は
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
。
今
後
中
韓

F
T
A

の
締
結

を
め
ぐ
っ
て
両
国
の
利
害
に
よ
る
協
力
と
葛
藤
が
起
こ
り
得
る
し
、
実
現
の
た
め
に
は
高
度
な
政
治
的
決
断
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

㈡

歴
史
問
題

両
国
間
の
歴
史
問
題
に
関
す
る
懸
案
は
、
主
に
二
〇
〇
二
年
二
月
か
ら
中
国
が
推
進
し
て
き
た

東
北
工
程

）

で
あ
る
。

東
北

工
程

の
主
要
研
究
課
題
に
は
中
国
東
北
地
方
の
民
族
と
名
字
に
関
す
る
研
究
、
歴
代
王
朝
の
国
境
統
治
に
関
す
る
研
究
、
国
際
法

と
中
朝
の
国
境
争
議
に
関
す
る
研
究
、
古
朝
鮮
、
高
句
麗
、
渤
海
な
ど
の
歴
史
研
究
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
特
に
高
句
麗
歴
史
の

帰
属
問
題
を
め
ぐ
っ
て
中
韓
両
国
の
歴
史
学
界
間
の
論
争
か
ら
始
ま
り
、
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
お
よ
び
ネ
チ
ズ
ン
の
対
中
反
発
が
激
し

く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
後
、
韓
国
は

高
句
麗
研
究
財
団

を
発
足
し
、
高
句
麗
を
は
じ
め
古
朝
鮮
、
渤
海
な
ど
の
古
代
史
お
よ

び
中
韓
関
係
史
の
研
究
に
注
力
し
、
中
国
の

東
北
工
程

に
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
中
で
、
中
国
が
二
〇
〇
三
年
四
月
に

U

N
E
S
C
O

に
東
北
地
域
の
高
句
麗
古
墳
群
を
文
化
遺
産
登
載
の
申
請
を
行
な
い
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
は
中
国
外
交
部
サ
イ
ト
か

ら
一
九
四
八
年
八
月
以
前
の
韓
国
史
を
全
部
削
除
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
の
一
部
メ
デ
ィ
ア
は
、
中
国
学
界
の
高
句
麗
は
東

北
辺
彊
少
数
民
族
地
方
政
権
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
将
来
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
に
中
国
が
軍
事
的
な
介
入
の
た
め
の
理
論
的
根
拠

を
準
備
す
る
も
の
だ
と
報
道
し
た

）
。
ま
た
、
韓
国
の
一
部
の
政
治
家
た
ち
は
歴
史
問
題
と
領
土
問
題
を
関
連
づ
け
、
一
九
〇
九
年
九

月
に
日
本
と
清
国
の
間
に
締
結
さ
れ
た

満
州
お
よ
び
間
島
に
関
す
る
日
清
協
約

（
中
国
名
は

図
們
江
中
韓
界
務
条
款

で
、

間

島
協
約

と
略
称
）
を
無
効
化
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た

）
。

こ
の
よ
う
に
中
韓
対
立
の
深
刻
化
す
る
中
、
二
〇
〇
四
年
八
月
に
中
国
は
賈
慶
林
・
全
国
政
治
協
商
会
議
主
席
と
武
大
偉
・
外
交

部
副
部
長
を
韓
国
に
派
遣
し
て
、
歴
史
問
題
に
つ
い
て
両
国
は
合
意
に
達
し
た

）
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
六
年
に
韓
国
は

東
北
亜
歴
史
研
究
財
団

を
発
足
し
、
既
存
の
研
究
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
。
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こ
の
ほ
か
、

朱
蒙

、

淵
盖
蘇
文

、

大
祚
栄

な
ど
韓
国
古
代
史
関
連
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
大
量
に
制
作
、
放
映
さ
れ
た
り
、

二
〇
〇
七
年
一
月
に
は
、
長
春
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
韓
国
の
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
選
手
が

白
頭
山
は
わ
が
領
土

と
書
か
れ
た
カ

ー
ド
を
手
に
持
っ
て
表
彰
台
に
上
が
っ
た
り
し
て
問
題
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
は
五
年
計
画
で
予
定
さ
れ
た

東
北
工
程

が
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
五
月
の
温
家
宝
総
理
の
訪
韓
を
控

え
、
中
国
側
は
研
究
成
果
を
表
に
出
さ
な
い
こ
と
で
対
韓
関
係
へ
の
影
響
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る

）
。
し
か
し
、
こ
の
歴
史
問

題
を
め
ぐ
る
両
国
間
の
根
本
的
な
立
場
は
異
な
っ
て
お
り
、
現
段
階
に
お
い
て
は
暫
定
的
な
合
意
に
よ
っ
て
、
外
交
上
の
摩
擦
を
避

け
よ
う
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
問
題
に
つ
い
て
両
国
が
う
ま
く
対
応
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
で
も
外
交
問
題

に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

二

地
域
レ
ベ
ル

㈠

北
朝
鮮
の
核
問
題

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
再
発
生
し
た
北
朝
鮮
の
核
開
発
問
題
は
、
朝
鮮
半
島
と
隣
接
す
る
中
国
に
と
っ
て
、
そ
の
朝
鮮
半
島
政
策

に
お
い
て
最
大
の
外
交
課
題
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
朝
鮮
半
島
問
題
の
当
事
者
と
し
て
の
韓
国
に
と
っ
て
も
、
最
大
の
外
交
・
安
保

課
題
で
も
あ
っ
た
。
中
国
は
北
朝
鮮
核
危
機
が
発
生
し
た
直
後
か
ら
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
を
支
持
し
、
対
話
に
よ
る
解
決
を
強
調

し
た

）
。

北
朝
鮮
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
二
〇
〇
三
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
一
二
月
ま
で
、
北
京
で
六
回
に
わ
た
っ
て
六
者
会
合
が

行
な
わ
れ
た
。
こ
の
期
間
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
北
朝
鮮
が
核
実
験
を
断
行
し
た
が
、
二
〇
〇
五
年
の

九
・
一
九
共
同
声
明

、

二
〇
〇
七
年
の

二
・
一
三
合
意

と

一
〇
・
三
合
意

、
二
〇
〇
八
年
六
月
の
北
朝
鮮
寧
辺
の
原
子
炉
冷
却
塔
の
爆
破
と
、
同

年
一
〇
月
に
米
国
に
よ
る
北
朝
鮮
に
対
す
る

テ
ロ
支
援
国
家
リ
ス
ト

か
ら
の
解
除
な
ど
一
定
の
成
果
と
進
展
を
得
て
き
た
。
し
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か
し
、
二
〇
〇
九
年
に
入
っ
て
、
四
月
の
北
朝
鮮
に
よ
る
長
距
離
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
、
五
月
の
第
二
回
核
実
験
な
ど
に
よ
っ
て
、
六

者
会
合
は
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
中
断
さ
れ
た
ま
ま
い
ま
だ
に
再
開
し
て
い
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
朝
鮮
は
国
連
の

一
八
七
四
号

決
議
に
反
発
し
て
六
者
会
合
参
加
を
拒
否
し
た
。

中
韓
両
国
は
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
平
和
的
に
解
決
す
る
た
め
、
首
脳
会
談
お
よ
び
関
連
部
署
に
お
い
て
も
協
力
を
模
索
し
て
き
た

）
。

二
〇
〇
九
年
六
月
に
韓
国
の
李
明
博
大
統
領
は
訪
米
中
に
北
朝
鮮
核
問
題
に
関
連
し
て

グ
ラ
ン
ド
・
バ
ー
ゲ
ン

構
想
を
提
起
し
、

北
朝
鮮
抜
き
の

五
者
会
合

を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
日
、
米
、
ロ
シ
ア
な
ど
は
理
解
と
支
持
を
表
明
し
た
が
、
北
朝
鮮
が

六
者
会
合
を
拒
否
し
て
い
る
な
か
、
六
者
会
合
の
主
催
国
と
し
て
中
国
は
い
か
な
る

五
者
会
合

に
も
反
対
す
る
立
場
を
表
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

）
。
ま
た
同
年
一
〇
月
に
、
中
国
の
温
家
宝
総
理
が
中
朝
国
交
樹
立
六
〇
周
年
記
念
行
事
に
参
加
す
る
た
め

平
壌
を
訪
問
し
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
六
者
会
合
へ
の
復
帰
を
説
得
し
た
。
金
正
日
国
防
委
員
長
は
温
家
宝
総
理
と
の
会
談
で

米
朝

会
談
の
状
況
を
見
て
か
ら
、
六
者
会
合
を
含
め
多
者
会
談
を
行
な
い
た
い

と
述
べ

）
、
北
朝
鮮
は
条
件
付
き
で
あ
る
が
六
者
会
合
へ

の
復
帰
の
意
思
を
表
明
し
た
。
二
〇
一
〇
年
五
月
、
金
正
日
国
防
委
員
長
は
中
国
を
訪
問
し
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
と
の
首
脳
会
談
で
、

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
立
場
は
変
わ
ら
な
い
。
関
連
当
事
国
と
と
も
に
六
者
会
合
の
再
開
の
た
め
に
、
有
利
な

条
件
を
造
成
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

と
述
べ
、
六
者
会
合
の
再
開
可
能
性
が
提
起
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
北
朝
鮮
核
問
題
の
解
決
に
お
い
て
、
中
韓
両
国
は
そ
の
非
核
化
へ
の
支
持
と
い
う
目
的
は
共
通
し
て
い
る
が
、
解

決
の
方
式
に
お
い
て
は
今
後
さ
ら
な
る
協
議
と
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

㈡

米
韓
同
盟
と
中
国

二
〇
〇
八
年
二
月
に
登
場
し
た
韓
国
の
李
明
博
政
権
は
、

包
括
的
な
米
韓
同
盟
（
価
値
同
盟
、
信
頼
同
盟
、
平
和
構
築
同
盟
）

の

強
化
を
優
先
的
に
強
調
し
、
そ
の
次
に
日
韓
、
中
韓
、
韓
ロ
関
係
の
協
力
を
主
張
し
た

）
。
そ
れ
以
後
、
米
韓
同
盟
が
本
格
的
に
回
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復
・
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

李
明
博
大
統
領
の
訪
中
を
契
機
に
、
中
韓
関
係
が

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

か
ら

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ

に
格
上
げ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
韓
国
は
米
韓
同
盟
と
中
韓
戦
略
の
間
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
を
と
る
か
は
最

も
重
要
な
外
交
・
安
全
保
障
上
の
課
題
に
な
っ
た
。
一
方
、
中
国
も
米
韓
同
盟
の
強
化
（
米
韓
同
盟
の

地
域
化

、

T
M
Dへ
の
韓

国
の
態
度
な
ど
）
が
、
東
ア
ジ
ア
地
域
情
勢
の
安
定
、
北
朝
鮮
核
問
題
の
解
決
、
引
い
て
は
台
湾
海
峡
問
題
へ
の
介
入
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
慎
重
に
考
慮
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
米
国
も
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構

築
に
至
大
な
関
心
を
表
し
て
い
る

）
。

中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
は
、
米
韓
同
盟
に
つ
い
て
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
と
牽
制
の
役
割
を
担
う
が
、

そ
れ
を
弱
化
し
た
り
、
代
替
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は

民
主
主
義
と
市
場
経
済
、
軍
事
同
盟

を
基
軸
に
し
た
米

韓
同
盟
は
、
韓
国
の
外
交
・
安
全
保
障
に
と
っ
て
核
心
部
分
で
あ
り
、
最
も
優
先
的
な
政
策
課
題
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

）
。

こ
の
ほ
か
、
中
国
に
と
っ
て
、
中
朝
関
係
と
中
韓
関
係
に
お
い
て
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
そ
の
対
朝
鮮
半
島
政

策
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
一
九
六
一
年
七
月
に
締
結
さ
れ
た

中
朝
友
好
協
力
お
よ
び
相
互
援
助

条
約

に
つ
い
て
、
中
国
内
で
一
時
修
正
の
論
議
が
提
起
さ
れ
た
が

）
、
い
ま
だ
に
維
持
し
て
い
る

）
。
こ
れ
に
関
す
る
中
国
の
外
交
・

安
全
保
障
の
目
的
は
主
に
二
つ
の
狙
い
を
持
っ
て
い
る
が
、
一
つ
は
北
朝
鮮
の
安
保
を
守
る
と
い
う
条
約
上
の
義
務
を
維
持
し
て
、

米
韓
同
盟
か
ら
起
こ
り
得
る
北
朝
鮮
に
対
す
る
軍
事
攻
撃
を
抑
制
し
、
も
う
一
つ
は
北
朝
鮮
に
つ
い
て
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
突
発

的
な

先
制
攻
撃

を
行
な
わ
な
い
よ
う
に
制
約
す
る
こ
と
で
あ
る

）
。
し
た
が
っ
て
、
中
朝
友
好
協
力
関
係
お
よ
び
そ
の
基
に
な
っ

て
い
る

中
朝
友
好
協
力
お
よ
び
相
互
援
助
条
約

は
当
面
維
持
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

脱
北
者
問
題
の
取
り
扱
い
な
ど
北
朝
鮮
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
も
、
中
韓
の
間
に
見
解
の
違
い
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
李
明

博
政
権
が
提
起
し
て
い
た

非
核
、
開
放
、
三
〇
〇
〇

の
対
北
政
策
に
つ
い
て
中
国
は
公
式
な
支
持
を
表
明
し
て
お
ら
ず
、
南
北
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関
係
の
悪
化
を
憂
慮
し
て
い
る
。

中
韓
間
に
行
な
わ
れ
た

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
合
意
は
、
両
国
関
係
の
現
段
階
に
お
け
る
レ
ベ
ル
よ
り
も
今
後

の
方
向
性
と
課
題
を
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
課
題
に
は
両
国
関
係
の
み
な
ら
ず
、
北
朝
鮮
核
問
題
の
解
決
、
米
韓

同
盟
と
中
韓
関
係
、
そ
し
て
中
朝
関
係
と
中
韓
関
係
の
調
整
も
含
ま
れ
て
お
り
、
地
域
お
よ
び
国
際
舞
台
に
お
け
る
協
力
も
必
要
で

あ
る
。

お
わ
り
に

中
韓
関
係
は

善
隣
友
好
協
力
関
係

か
ら
、

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

と

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

を
段
階
的
に

経
て
、

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
国
関
係
が
新
し
い
段
階
に
発
展
し
た
こ
と
を
意

味
し
、
同
時
に
中
国
の
朝
鮮
半
島
外
交
に
お
け
る
韓
国
の
地
位
の
格
上
げ
を
意
味
し
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
五
月
に
、
中
国
の
温
家
宝
総
理
は
韓
国
の
李
明
博
大
統
領
と
の
会
見
で
、

中
国
は
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
と
南
北
関

係
の
改
善
の
た
め
に
建
設
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
中
韓
の
戦
略
的
な
関
係
は
い
か
な
る
時
も
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
変
化
し
な
い
だ
ろ
う

と
述
べ

）
、
中
韓
の
戦
略
的
な
関
係
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

一
九
九
三
年
一
一
月
に
中
国
は
ブ
ラ
ジ
ル
と

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
合
意
し
て
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
末
ま
で

二
七
ヵ
国
と
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
の

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

を
構
築
し
て
い
る

）
。
ま
た
、

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

に
お

い
て
も
そ
の
名
称
の
種
類
も
非
常
に
多
い
の
で
、
名
称
だ
け
で
国
家
関
係
の
密
接
度
と
重
要
度
を
評
価
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し

い
。
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
対
米
牽
制
と
世
界
の
多
極
化
と
い
う
共
通
の
利
害
を
基
に
し
た
中
ロ
間
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

も
、
あ
る
い
は
米
中
間
の

建
設
的
な
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

も
、
そ
し
て
地
域
内
の
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安
定
と
協
力
を
模
索
す
る
た
め
の
日
中
間
の

戦
略
的
互
恵
関
係

も
、
そ
の
協
力
の
レ
ベ
ル
や
深
度
と
国
家
関
係
の
重
要
度
に
お

い
て
も
、
大
き
な
違
い
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
の
外
交
に
お
い
て
、
米
中
関
係
、
中
ロ
関
係
、
日
中
関
係
な
ど

大
国
間
関
係
が
最
も
重
要
な
外
交
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
重
要
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る

）
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
両
国
関
係
の
発
展
方
向
に
向
け
て
戦
略
的
に
協
力
す
る
と
合

意
し
た
こ
と
で
、
そ
の
関
係
は
相
互
の
認
識
と
今
後
の
推
進
過
程
に
お
い
て
徐
々
に
構
築
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
中
韓
両
国
が

互
い
に
相
手
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、
未
来
の
方
向
を
協
議
し
た
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
と
進
展
は
今
後
の
外
交
課
題
と

し
て
残
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
過
程
を
ど
の
よ
う
に
進
展

さ
せ
る
か
は
、
両
国
関
係
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
平
和
と
安
定
お
よ
び
繁
栄
に
も
密
接
に
連
関
す
る
重
要
な
外
交
課
題
に
な
っ
て
い

る
。（

1
）

平
岩
俊
司

中
国
の
朝
鮮
半
島
政
策
│
│

唇
歯
の
関
係

の
構
造
と
変
容

、
川
島
真
編

中
国
の
外
交
│
│
自
己
認
識
と
課
題

、

東
京
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
五
五
頁
。

（
2
）

朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
の
維
持
は
、
中
国
が
朝
鮮
半
島
問
題
を
処
理
す
る
基
本
原
則
で
あ
る
と
、
中
国
政
府
は
公
式
的
に
主
張
し

て
い
る
（

朝
鮮
半
島
問
題
に
対
す
る
中
国
の
立
場

）。
韓
国
駐
在
中
国
大
使
館
の
公
式
サ
イ
ト
‥http://

w
w
w.
c
hin

ae
m
b.
or.

k
r/

k
or/

z
h
g
x/
h
b
d
zc/

t829
43.

ht
m

（
検
索
日
‥
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
〇
日
、
韓
国
語
）。

（
3
）

一
九
九
二
年
九
月
、
中
国
の
銭
其
琛
外
交
部
長
は
中
央
党
学
校
で
行
な
っ
た
報
告
で
、

中
韓
国
交
樹
立
後
、
北
朝
鮮
と
長
期
に
わ

た
っ
て
友
好
協
力
関
係
を
維
持
し
、
強
化
す
べ
き
で
あ
り
、

南
（
韓
国
）
熱
北
（
朝
鮮
）
冷

は
決
し
て
望
ま
し
く
な
い

と
指
摘
し

た
。
銭
其
琛

目
前
の
国
際
情
勢
に
お
け
る
幾
つ
か
の
問
題
に
関
し
て

、
中
共
中
央
党
校
理
論
動
態
編
集
部
編

理
論
動
態

、
北
京
、

一
九
九
二
年
一
〇
月
一
〇
日
、
一
二
頁
（
中
国
語
）。

（
4
）

日
本
に
お
い
て
は
花
房
征
夫
の
研
究
（
花
房
征
夫
編

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
北
朝
鮮
東
部
経
済
に
対
す
る
日
本
の
政
策
研
究

、

東
京
財
団
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
り
、
韓
国
で
は
趙
明
哲
（
趙
明
哲
編

北
朝
鮮
経
済
の
対
中
国
依
存
度
の
深
化
と
韓
国
の
対
応
方
案

、
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ソ
ウ
ル
、
韓
国
対
外
経
済
政
策
研
究
院
、
二
〇
〇
五
年
、
韓
国
語
）、
南
成
旭
（
南
成
旭

中
国
資
本
の
対
北
投
資
急
増
の
含
義
と
展
望

│
│
東
北
四
省
論
の
議
論
を
含
め
て

、
平
和
研
究
所
編

統
一
問
題
研
究

、
一
八
巻
一
号
、
ソ
ウ
ル
、
二
〇
〇
六
年
、
韓
国
語
）
な
ど

の
研
究
が
あ
る
。

（
5
）

人
民
日
報

、
一
九
九
二
年
八
月
二
五
日
。

（
6
）

朝
鮮
半
島
問
題
に
対
す
る
中
国
の
立
場

、
韓
国
駐
在
中
国
大
使
館
の
公
式
サ
イ
ト
（
前
掲
注（
2
）参
照
）（
検
索
日
‥
二
〇
〇
九

年
一
二
月
一
〇
日
、
韓
国
語
）。

（
7
）

人
民
日
報

、
一
九
九
五
年
一
一
月
一
五
日
。

（
8
）

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

で
は
、
中
韓
両
国
は
国
連
憲
章
の
原
則
と
主
権
お
よ
び
領
土
保
全
の
相
互
尊
重
、
相
互
不
可
侵
、
内
政
に
対

す
る
相
互
不
干
渉
、
平
和
お
よ
び
互
恵
並
び
に
平
和
共
存
の
諸
原
則
に
基
づ
い
て
、
両
国
間
の
恒
久
的
な
善
隣
友
好
協
力
関
係
を
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
合
意
し
た
。

人
民
日
報

、
一
九
九
二
年
八
月
二
五
日
。

（
9
）

王
生

中
韓
修
交
の
一
五
年
│
│
外
交
史
上
の
奇
跡
、
平
和
共
存
の
典
範

、
吉
林
大
学
東
北
亜
研
究
中
心
編

東
北
亜
論
壇

、
第

一
六
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
七
年
七
月
、
四
五
│
四
九
頁
（
中
国
語
）。

（
10
）

北
朝
鮮
の
金
日
成
主
席
は
一
九
九
一
年
一
〇
月
ま
で
三
九
回
訪
中
し
て
い
た
が
、
一
九
九
二
年
八
月
中
韓
国
交
樹
立
し
て
か
ら
一
九

九
四
年
七
月
に
亡
く
な
る
ま
で
一
回
も
中
国
を
訪
問
し
な
か
っ
た
。
一
九
九
九
年
六
月
に
北
朝
鮮
の
金
永
南
・
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員

長
が
訪
中
す
る
ま
で
、
中
朝
間
に
お
い
て
指
導
部
の
相
互
訪
問
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

（
11
）

人
民
日
報

、
一
九
九
五
年
一
〇
月
一
〇
日
。

（
12
）

人
民
日
報

、
一
九
九
八
年
一
一
月
一
四
日
。

（
13
）

人
民
日
報

、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
〇
日
。

（
14
）

人
民
日
報

、
二
〇
〇
三
年
七
月
九
日
。

（
15
）

人
民
日
報

、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
八
日
。

（
16
）

人
民
日
報

、
二
〇
〇
八
年
五
月
二
九
日
。

（
17
）

人
民
日
報

、
二
〇
〇
八
年
八
月
二
六
日
。

（
18
）

青
瓦
台
公
式
サ
イ
ト
‥http://

w
w
w.
presid

e
nt.

g
o.
k
r/
k
r/
presid

e
nt/

briefin
g/
briefin

g
vie

w.
p
h
p?

u
n
o=

491

（
検
索
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日
‥
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
〇
日
、
韓
国
語
）。

（
19
）

中
国
観
察
（
チ
ャ
イ
ナ
・
ウ
ォ
ッ
チ
）
サ
イ
トhttp://

w
w
w.
c
hin

a
w
atc

h.
co.

k
r/
c
hin

a
w
atc

h.
p
h
p3
?

N
u
m
b
er=

4
0
9
07

（
検
索
日
‥
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
七
日
、
韓
国
語
）。

（
20
）

文
大
瑾

韓
半
島
の
統
一
と
中
国
│
│
過
去
・
現
在
・
未
来
の
韓
中
関
係

、
ソ
ウ
ル
、N

e
ulp

u
m

Plu
s

出
版
、
二
〇
〇
九
年
、

一
七
八
頁
（
韓
国
語
）。

（
21
）

中
国
外
交
部
の
公
式
サ
イ
ト
‥http://

w
w
w.
f
m
prc.

g
o
v.
c
n/
c
h
n/
p
ds/

gjh
d
q/
gj/

y
z/12

0
6
1
2/

（
検
索
日
‥
二
〇
〇
九
年
一

二
月
一
〇
日
、
中
国
語
）。

（
22
）

人
民
日
報

、
二
〇
〇
八
年
八
月
二
六
日
。

（
23
）

朴
鍵
一
編

中
韓
関
係
と
東
北
ア
ジ
ア
経
済
共
同
体

、
北
京
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
五
九
│
六
五
頁
（
中
国

語
）。

（
24
）

一
九
五
〇
年
二
月
に
、
中
国
は
ソ
連
と
冷
戦
期
に
お
け
る
唯
一
の
同
盟
条
約
で
あ
る

中
ソ
同
盟
友
好
相
互
援
助
条
約

を
締
結
し

て
い
た
が
、
三
〇
年
が
経
っ
た
一
九
八
〇
年
三
月
に
解
約
し
た
。

（
25
）

二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
に
、
中
国
外
交
部
の
秦
剛
・
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は

米
韓
同
盟
は
歴
史
の
産
物
で
あ
り
、
時
代
と
地
域
各

国
の
状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
冷
戦
時
期
の
い
わ
ゆ
る

軍
事
同
盟

に
よ
っ
て
世
界
あ
る
い
は
地
域
の
安
保
問
題
を
評
価
・
処

理
す
べ
き
で
は
な
い

と
述
べ
た
。
中
国
外
交
部
の
公
式
サ
イ
ト
‥http://

w
w
w.
f
m
prc.

g
o
v.
c
n/
c
h
n/
g
x
h/
ty

b/
fy
rbt/

jz
h
sl/

t45
8
9
69.

ht
m

（
検
索
日
‥
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
七
日
、
中
国
語
）。

（
26
）

李
正
男

中
国
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
外
交
に
つ
い
て
の
理
解
と
韓
中
関
係

、
韓
国
高
麗
大
学
校
平
和
研
究
所
編

平
和
研
究

、

第
一
七
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
一
〇
一
頁
（
韓
国
語
）。

（
27
）

中
国
側
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
中
韓
関
係
の
主
要
な
懸
案
に
は
、
海
洋
経
済
領
域
の
確
定
問
題
、
中
国
朝
鮮
族
問
題
と
韓
国
に
お
け
る

中
国
人
の
密
入
国
お
よ
び
不
法
滞
在
問
題
、
両
国
間
の
貿
易
不
均
衡
の
問
題
、
高
句
麗
歴
史
の
帰
属
問
題
お
よ
び

間
島
問
題

、
台
湾

問
題
（
韓
台
関
係
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
世
論
の
対
立
な
ど
が
あ
る
。
朴
鍵
一
編
、
前
掲
書
、
七
〇
│
七
六
頁
（
中
国
語
）。
韓
国
側

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
北
朝
鮮
問
題
（
中
朝
関
係
と
脱
北
者
問
題
、
朝
鮮
半
島
の
統
一
、
北
朝
鮮
核
問
題
）、
大
蒜
紛
争
な
ど
の
経
済
貿
易

問
題
、

東
北
工
程

お
よ
び
歴
史
紛
争
、
中
国
朝
鮮
族
問
題
な
ど
主
要
な
懸
案
が
あ
る
。
金
愛
慶

中
・
韓
関
係

、
韓
国
国
際
政
治
学
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会
中
国
分
科
編

中
国
の
現
代
国
際
関
係

、
ソ
ウ
ル
、
図
書
出
版

O
R
U
E
M、
二
〇
〇
八
年
、
二
二
三
│
二
三
四
頁
（
韓
国
語
）、
李

東
律

韓
中
政
治
関
係
の
争
点
と
課
題

、
全
聖
興
編

中
国
の
浮
上
│
│
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
韓
中
関
係
へ
の
含
義

、
ソ
ウ
ル
、
図
書
出

版

O
R
U
E
M、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
六
│
二
五
四
頁
（
韓
国
語
）。

（
28
）

朴
鍵
一
編
、
前
掲
書
、
七
一
│
七
二
頁
（
中
国
語
）。

（
29
）

一
九
九
九
年
九
月
、
韓
国
貿
易
委
員
会
は
中
国
産
大
蒜
の
輸
入
関
税
を
二
〇
〇
〇
年
六
月
四
日
よ
り
二
〇
〇
日
間
三
〇
％
か
ら
三
一

五
％
に
ま
で
引
き
上
げ
る
緊
急
関
税
を
付
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
も
報
復
措
置
と
し
て
韓
国
か
ら
輸
入
す
る
携

帯
電
話
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
に
対
し
て
二
〇
〇
〇
年
六
月
七
日
よ
り
輸
入
禁
止
の
措
置
を
決
定
し
た
。
一
九
九
九
年
末
中
国
か
ら
の
大
蒜
輸

入
額
は
八
九
八
万
ド
ル
で
あ
る
が
、
中
国
の
携
帯
電
話
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
輸
入
総
額
は
五
億
ド
ル
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
両
国
は

合
意
を
経
て
、
貿
易
紛
争
は
よ
う
や
く
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
李
文
哲

韓
・
中
関
係
の
相
互
依
存
性
に
関
す
る
研
究

、
韓
国
大
田
、

忠
南
大
学
校
大
学
院
政
治
外
交
学
科
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
五
│
二
二
七
頁
。

（
30
）

東
北
工
程

は
中
国
社
会
科
学
院
傘
下
の
中
国
辺
彊
史
地
研
究
中
心
が
推
進
し
て
き
た

東
北
辺
彊
歴
史
與
現
況
系
列
研
究
工
程

で
あ
り
、
中
国
東
北
地
域
の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
包
括
的
に
研
究
す
る
た
め
出
帆
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
研
究
期
間
は
五
年
に

な
っ
て
い
た
。

東
北
工
程

の
公
式
サ
イ
ト
‥http://

c
hin

a
b
ord

erla
n
d.
cass.

c
n/

m
ore

n
e
w
s
d
b
g
c(
n).

asp

（
検
索
日
‥
二
〇

〇
九
年
一
二
月
一
〇
日
、
中
国
語
）
を
参
照
。

（
31
）

聯
合
ニ
ュ
ー
ス

、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
四
日
（
韓
国
語
）。

（
32
）

二
〇
〇
四
年
九
月
、
金
元
雄
な
ど
五
九
人
の
韓
国
国
会
議
員
が
国
会
で

間
島
協
約

の
法
源
上
の
無
効
確
認
に
関
す
る
決
議
案

を
発
議
し
、

間
島
協
約

の
完
全
な
る
無
効
化
を
主
張
し
た
。

東
亜
日
報

の
サ
イ
ト
‥http://

w
w
w.

d
o
n
g
a.
co

m/
fbin/

o
utp

ut?
f=

jis&
co

d
e=

ji
&

n=
20
0
40
90
3
02
6
5

（
検
索
日
‥
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
一
日
、
韓
国
語
）
を
参
照
。

（
33
）

中
韓
両
国
間
の
合
意
は
口
頭
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
五
項
目
に
な
っ
て
い
る
。
①
中
国
は
高
句
麗
歴
史
問
題
が
両
国
間
の
重
大

な
懸
案
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
②
歴
史
問
題
に
よ
っ
て
、
中
韓
友
好
協
力
関
係
の
損
傷
防
止
と

全
面
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ

を
損
わ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
。
③
高
句
麗
歴
史
問
題
の
公
正
な
解
決
を
模
索
し
、
必
要
な
措
置
を
と
っ
て
政
治
問
題
化
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
。
④
中
国
側
は
高
句
麗
歴
史
の
関
連
記
述
に
つ
い
て
、
中
央
お
よ
び
地
方
政
府
の
レ
ベ
ル
で
適
切
な
措
置
を
通
じ
て
問

題
の
複
雑
化
を
防
止
す
る
。
⑤
存
在
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
学
術
交
流
を
通
じ
て
解
決
す
る
。

聯
合
ニ
ュ
ー
ス

、
二
〇
〇
四
年
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八
月
二
五
日
（
韓
国
語
）。

（
34
）

中
国
総
覧
編
集
委
員
会
編

中
国
総
覧
二
〇
〇
七
│
二
〇
〇
八
年
版

、
東
京
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
八
年
、
一
八
三
頁
。

（
35
）

人
民
日
報

、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
六
日
。

（
36
）

北
朝
鮮
核
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
中
韓
両
国
間
の
協
力
に
つ
い
て
、
魏
志
江
（

北
朝
鮮
核
試
験
後
の
中
韓
関
係
と
両
国
の
戦
略

的
な
選
択

、
中
国
社
会
科
学
院
韓
国
研
究
中
心
編

当
代
韓
国

、
二
〇
〇
七
年
春
季
号
、
中
国
語
）、
李
雪
威
（

北
朝
鮮
核
問
題
の
平

和
的
解
決
と
中
韓
協
力
の
戦
略
的
進
路

、
中
国
太
平
洋
学
会
編

太
平
洋
学
報

、
二
〇
〇
八
年
第
一
一
期
、
中
国
語
）、
王
俊
生
（

第

二
次
北
朝
鮮
核
危
機
に
対
す
る
中
韓
両
国
の
共
同
立
場
と
相
互
協
力
の
分
析

、
中
国
社
会
科
学
院
韓
国
研
究
中
心
編

当
代
韓
国

、
二

〇
〇
八
年
春
季
号
、
中
国
語
）
な
ど
の
中
国
側
の
研
究
が
あ
る
。

（
37
）

二
〇
〇
九
年
六
月
二
三
日
、
中
国
外
交
部
の
秦
剛
・
代
弁
人
は

六
者
会
談
は
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
を
実
現
す
る
最
も
有
効
な
経
路

で
あ
り
、
中
国
は
関
連
国
と
密
接
な
疎
通
と
協
調
を
推
進
す
る

と
、

五
者
会
談

に
対
す
る
反
対
の
意
思
を
間
接
的
に
表
明
し
た
。

中
国
外
交
部
の
公
式
サ
イ
ト
‥http://

w
w
w.
f
m
prc.

g
o
v.
c
n/
c
h
n/
g
x
h/
ty

b/
fy
rbt/

jz
h
sl/

t56
9
01.

ht
m

（
検
索
日
‥
二
〇
〇
九
年

一
二
月
一
三
日
、
中
国
語
）。

（
38
）

新
華
ネ
ッ
ト
（http://

w
w
w.

xin
h
u
a.
or
g

）、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
六
日
参
考
（
中
国
語
）。

（
39
）

青
瓦
台
編

李
明
博
政
府
の
外
交
安
保
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
│
│
成
熟
な
る
世
界
国
家

、
ソ
ウ
ル
、
青
瓦
台
、
二
〇
〇
九
年
、

二
二
│
二
五
頁
（
韓
国
語
）。

（
40
）

ア
メ
リ
カ
は
中
韓
の

戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

へ
の
格
上
げ
に
つ
い
て
、
中
国
の
主
導
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
ま
た
米

国
の
同
盟
国
の
中
で
、
韓
国
だ
け
が
中
国
と

戦
略
的
協
力
関
係

を
結
ん
で
い
る
こ
と
は
、
対
米
牽
制
の
中
国
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
た
。
金
聖
翰

韓
・
中
戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
の
認
識
と
評
価

、
ソ
ウ
ル
大
学

中
国
研
究
所
主
催
学
術
会
議

韓
・
中
戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
一
年
の
評
価
と
展
望

の
発
表
論
文
、
ソ
ウ
ル
、
二
〇
〇
九
年

六
月
一
〇
日
、
五
二
頁
（
韓
国
語
）。

（
41
）

李
元
炯

李
明
博
政
権
の
外
交
戦
略
│
│
韓
国
の
国
家
戦
略

、
ソ
ウ
ル
、
博
英
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
六
九
│
二
七
〇
頁
（
韓
国

語
）。

（
42
）

沈
驥
如

東
北
ア
ジ
ア
安
保
に
お
け
る
当
面
の
危
機
に
つ
い
て

、
中
国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
與
政
治
研
究
所
編

世
界
経
済
與
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政
治

、
二
〇
〇
三
年
第
九
期
、
五
七
頁
（
中
国
語
）。

（
43
）

二
〇
〇
八
年
五
月
二
九
日
、
中
国
外
交
部
の
秦
剛
・
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は

中
朝
友
好
協
力
お
よ
び
相
互
援
助
条
約

に
つ
い
て

こ
の
条
約
の
宗
旨
は
中
朝
間
の
友
好
協
力
関
係
の
維
持
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
過
去
の
歴
史
は
目
標
の
実
現
に
有
利
で
あ
っ
た
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。
中
国
と
し
て
は
中
朝
と
中
韓
の
善
隣
友
好
協
力
関
係
を
継
続
的
に
維
持
し
、
地
域
の
平
和
と
安
定
を
促
進
す
る
だ

ろ
う

と
述
べ
た
。
中
国
外
交
部
の
公
式
サ
イ
ト
‥http://
w
w
w.
f
m
prc.

g
o
v.
c
n/
c
h
n/
g
x
h/
ty

b/
fy
rbt/

jz
h
sl/

t459
847

4.
ht

m

（
検
索
日
‥
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
〇
日
、
中
国
語
）。

（
44
）

魏
志
江

中
韓
の
戦
略
的
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
お
よ
び
影
響

、
中
国
社
会
科
学
院
亜
太
研
究
所
編

当
代
亜
太

二

〇
〇
八
年
第
四
期
、
六
四
頁
（
中
国
語
）。

（
45
）

朝
鮮
日
報

、
二
〇
〇
八
年
五
月
二
九
日
（
韓
国
語
）。

（
46
）

金
興
圭

中
国
の

パ
ー
ト
ナ
ー
外
交

に
つ
い
て
の
小
考
│
│
概
念
、
展
開
お
よ
び
含
義
に
対
す
る
理
解

、
韓
国
政
治
学
会
編

韓
国
政
治
学
会
報

、
第
四
三
集
第
二
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
、
二
九
六
│
二
九
八
頁
（
韓
国
語
）。

（
47
）

二
〇
〇
九
年
の
中
国
外
交

、
中
国
外
交
部
の
公
式
サ
イ
ト
‥http://

w
w
w.
f
m
prc.

g
o
v.
c
n/
c
h
n/
p
ds/

zilia
o/
tytj/

zc
w
j/

t53
2
8
14.

ht
m

（
検
索
日
‥
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
、
中
国
語
）。
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